
 
 

日時：2015 年 7 月 4 日(土)１３：３０～１６：４０ 

  場所：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス 

１２５周年記念講堂 

言語：日本語・英語（同時通訳付き）/予約不要 
 

＜第１部＞ 司会：市川顕（関西学院大学） 

13:30-13:40 開会挨拶  

13:40-14:00「欧州政党の規範的スコープ： 

継続された認知をめぐる闘争」 

スティーブン・デイ（大分大学） 

14:00-14:20「EU 外交安全保障政策における規範政治」 

フランツ・ロタール・アルトマン（ブカレスト国立大学） 

14:20-14:40「日・EU 関係における規範政治」 

ハートムート・マイヤー（オクスフォード大学） 

＜第２部＞司会：臼井陽一郎（新潟国際情報大学） 

15:00-16:30 質疑応答 

コメンテーター：臼井陽一郎（新潟国際情報大学）明田ゆかり（外務省） 

           東野篤子（筑波大学）       武田健（早稲田大学） 

16:30-16:40 閉会挨拶  

 
 
 
 
 

  

 

「ＥＵの規範政治」 

 ～EUIJ関西 アカデミック・シンポジウム～ 

主催：EU インスティテュート関西（EUIJ 関西）  共催：関西学院大学産業研究所 

お問い合わせ：関西学院大学産業研究所 

TEL  0798-54-6127 
 

近年の EU 研究では、「EU の規範政治」がいくつかの政策領域において注目されている。『EU の規範政治―

グローバルヨーロッパの理想と現実―』を最近上梓された新潟国際情報大学の臼井陽一郎教授によれば、規

範政治には二つの側面があるという。ひとつは規範を実現しようとする政治であり、ひとつは規範を利用し

ようとする政治である。 

当シンポジウムでは、「どのようにして EU が規範の拡散を図っているのか」「EU は自身の利益のために規

範を戦略的に使えているのか」そして「規範政治研究の残されたテーマは何か」について議論していきたい。 
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